
H30 教育原理 神奈川県独自-2

平成 30 年神奈川県 

国家戦略特別区域限定保育士試験問題 

教  育  原  理

（選択式 10 問） 

指示があるまで開かないこと

解答用紙記入上の注意事項

１ 解答用紙と受験票の受験番号が同じであるか、カナ氏名・科目名を確認し、誤り

がある場合は手を挙げて監督員に申し出ること。

２ 漢字氏名を必ず記入すること。

３ 解答用紙は、折り曲げたりメモやチェック等の書き込みをしないこと。

４ 鉛筆またはシャープペンシル（ＨＢ～Ｂ）で、濃くはっきりとマークすること。

正しく記入・マークされていない場合は、採点できないことがあります。

（良い例）…

（悪い例）…

５ 各問に対し、２つ以上マークした場合は不正解とする。

６ 訂正する場合は、「消しゴム」であとが残らないように消すこと。

（濃くマークすること。はみだしは厳禁。）
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問１ 次の文は、「教育基本法」の前文及び第１条の条文である。（ Ａ ）～（ Ｃ ）

にあてはまる語句の正しい組み合わせを一つ選びなさい。  

我々日本国民は、たゆまぬ努力によって築いてきた民主的で文化的な国家を更に発展さ

せるとともに、世界の平和と人類の福祉の向上に貢献することを願うものである。 

 我々は、この理想を実現するため、（ Ａ ）を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精

神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた人間の育成を期するとともに、伝統を継承し、

新しい文化の創造を目指す教育を推進する。 

 ここに、我々は、（ Ｂ ）の精神にのっとり、我が国の未来を切り拓
ひら

く教育の基本を確

立し、その振興を図るため、この法律を制定する。 

第１条 

教育は、（ Ｃ ）を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質

を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない。 

（組み合わせ） 

   Ａ      Ｂ         Ｃ 

１ 個人の尊厳  日本国憲法  児童の発達を促すこと 

２ 個人の尊厳  日本国憲法     人格の完成 

３ 個人の尊厳    愛国    児童の発達を促すこと 

４ 児童の権利  日本国憲法     人格の完成 

５ 児童の権利    愛国         人格の完成 
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問２ 次の文は、「児童の権利に関する条約」に関する記述である。不適切な記述を一つ選

びなさい。 

１ 締約国は、児童が不法に国外へ移送されることを防止する措置を講ずる。 

２ 日本は 1994（平成６）年に批准した。 

３ 締約国は、思想、良心及び宗教の自由についての児童の権利を尊重する。 

４ 締約国は、原則として、児童がその父母の意思に反してその父母から分離されないこ

とを確保する。 

５ この条約の適用上、児童とは、６歳未満のすべての者をいう。 
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問３ 次の文の著者として正しいものを一つ選びなさい。 

玉座の上にあっても木の葉の屋根の蔭に住まっても同じ人間、その本質からみた人間、

一体彼は何であるか。何故に賢者は人類の何ものであるかをわれらに語ってくれないのか。

何故に気高い人たちは人類の何ものであるかを認めないのか。農夫でさえ彼の牝牛を使役

するからにはそれを知っているではないか。牧者も彼の羊の性質を探究するではないか。 

１ ルソー（Rousseau, J.-J.） 

２ エレン・ケイ（Key, E.） 

３ ヘルバルト（Herbart, J. F.） 

４ ペスタロッチ（Pestalozzi, J. H.） 

５ オーエン（Owen, R.） 
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問４ 次の記述にあてはまる人物として正しいものを一つ選びなさい。 

長野県小県郡で自由画教育と農民美術の運動を行った。手本を模倣する従来の美術教育

から脱し、子どもの、のびのびした明るい感性がそのまま表現される自由画を目指した。

主要な著書として『自由画教育』がある。 

１ 無着成恭 

２ 羽仁もと子 

３ 北原白秋 

４ 小川未明 

５ 山本鼎 
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問５ 次のＡ～Ｃは、日本の近代教育の歴史に関する記述である。これらを年代の古い順

に並べた場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

Ａ 東京女子師範学校附属幼稚園が開設される。 

Ｂ 小学校令が公布され、尋常科４年が義務教育とされる。 

Ｃ 学制において、幼稚小学が定められる。 

（組み合わせ） 

１ Ａ→Ｂ→Ｃ 

２ Ａ→Ｃ→Ｂ 

３ Ｂ→Ａ→Ｃ 

４ Ｃ→Ａ→Ｂ 

５ Ｃ→Ｂ→Ａ 
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問６ 次の文は、児童観と教育観の歴史に関する記述である。適切な記述を○、不適切な

記述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

Ａ 子どもの発見者と言われるルソー（Rousseau, J.-J.）は『エミール』において、男女

は同一の教育を受けるべきであると述べた。 

Ｂ アリエス（Ariès, P.）は『＜子供＞の誕生 -アンシァン・レジーム期の子供と家族

生活-』において、子どもを題材とした芸術と図像記述の歴史に着目して、子供期が発

見されたものであると主張した。 

Ｃ コルチャック（Korczak, J.）は『児童の世紀』を著し、20 世紀が児童の世紀になる

と主張した。 

Ｄ イリイチ（Illich, I.）は『脱学校の社会』において、学習や健康といった価値の制

度化を特徴とする学校化された社会を批判した。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × ○ 

３ ○ × × ○ 

４ × ○ ○ × 

５ × ○ × ○ 



- 7 - 

H30 教育原理 神奈川県独自-2

問７ 次の文は、「幼稚園教育要領」に関する記述である。不適切な記述を一つ選びなさい。 

１ 前文には、「教育基本法」の条文に対する言及があり、教育がそれら条文に依拠して行

われるべきものであることが確認されている。 

２ 第１章「総則」の中で、幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」が記され、教育課程の編成においてそれらに留意すべきであ

ることが記されている。 

３ 第１章「総則」の中で、教育課程を中心に教育時間の終了後等に行う教育活動の計画

や学校保健計画、学校安全計画などを関連させた全体的な計画の作成について述べられ

ている。 

４ 第１章「総則」の中で、特別な配慮を必要とする幼児への指導について述べられてお

り、その中には性的少数者にあたる幼児への配慮についても述べられている。 

５ 第１章「総則」の中で、視聴覚教材やコンピュータなどの情報機器を幼稚園教育にお

いて活用する際の留意点が述べられている。 
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問８ 次の文は、幼稚園幼児指導要録についての記述である。不適切な記述を一つ選びな

さい。 

１ 幼稚園幼児指導要録は、「学籍に関する記録」と「指導に関する記録」で構成されてい

る。 

２ 「学籍に関する記録」は 20 年間、「指導に関する記録」は５年間保存しなければなら

ない。 

３ 「学校教育法施行規則」において、児童等が進学した場合には当該児童等の指導要録

の原簿を進学先に送付しなければならないと定められている。 

４ 文部科学省より示されている「指導に関する記録」の様式の参考例においては幼稚園

教育要領の５領域に示されている「ねらい」が「発達を捉える視点」として挙げられて

いる。 

５ 幼稚園幼児指導要録には、幼児が小学校においても適切な指導の下で学習に取り組め

るようにするための橋渡しという役割がある。 
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問９ 次の文は、生涯学習に関する記述である。（ Ａ ）～（ Ｃ ）にあてはまる語句

の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

ラングラン（Lengrand, P.）は、1965 年、（ Ａ ）の成人教育推進国際委員会におい

て、「生涯にわたって統合された教育」を提唱した。また、（ Ｂ ）は、1973 年の報告書

において、「（ Ｃ ）教育」について論じている。 

（組み合わせ） 

    Ａ         Ｂ         Ｃ 

１ ユネスコ  ＯＥＣＤ  リカレント 

２ ユニセフ  ＯＥＣＤ    初等 

３ ＯＥＣＤ  ユニセフ  リカレント 

４ ＯＥＣＤ  ユネスコ    初等 

５ ユニセフ  ユネスコ  リカレント 
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問 10 次の文は、中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援

学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」（平成 28 年 12 月 21 日）の「カ

リキュラム・マネジメント」の三つの側面の一部である。（ Ａ ）～（ Ｃ ）にあ

てはまる語句の正しい組み合わせを一つ選びなさい。 

① 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育目標を踏まえた（ Ａ ）視点で、

その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。  

② 教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種デー

タ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連の（ Ｂ ）を確

立すること。  

③ 教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、（ Ｃ ）の資源も含めて活用し

ながら効果的に組み合わせること。 

（組み合わせ） 

     Ａ          Ｂ           Ｃ 

１  子ども中心の    ＰＤＣＡサイクル     地域等の外部 

２ 教科等横断的な  フィードバックシステム    地域等の外部 

３  子ども中心の   フィードバックシステム  インターネット上等 

４ 教科等横断的な    ＰＤＣＡサイクル      地域等の外部 

５ 教科等横断的な    ＰＤＣＡサイクル    インターネット上等 


